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国際ロータリー第2620地区

★東山荘　★12：30点鐘
★沖縄伝統空手と地方創生
　「海外指導で見つけた、日本人が気づかないポテンシャル」
　国際奉仕橋本喜市委員長
　沖縄空手道拳法会　静岡支部長　佐藤哲治様

次　回
２月７日の
例　会

●例　会　場／東山荘
●開 会 点 鐘／12：30
●ロータリーソング／御殿場ロータリークラブの歌
●内　　　容／新会員卓話　勝又　淳君

第2548回　例会プログラム

●会員誕生日／２月４日　鎌野　篤志君
●夫人誕生日／１月31日　鎌野篤志君　ご夫人　純子様
　　　　　　　２月６日　渡辺修司君　ご夫人　弘美様
●結婚記念日／２月３日　稲葉博之君　咲子様　ご夫妻
　　　　　　　２月３日　内海宣彦君　良様　ご夫妻
　　　　　　　２月４日　小野寛幸君　玉枝様　ご夫妻
●皆　出　席／１月25日　渡辺修司君（ロータリー歴10年）
　　　　　　　１月30日　橋本喜市君（ロータリー歴22年）

会　員　慶　事

望 月 　 茂

会長挨拶用
ＱＲコード

会 長 挨 拶

　ご承知の四つのテストがあります。・・・１．真
実かどうか、２．みんなに公平か、３．好意と友情
を深めるか、４．みんなのためになるかどうか、こ
の４つです。これが職業奉仕を具体的にあらわして
います。
　後にＲＩ会長をするハーバート・テーラーという
方が、この四つのテストを考えた。彼は四つのテス
トを自分の会社の従業員に徹底し、倒産に瀕してい
た会社を立て直した、といわれています。
　たとえば、自分の会社の宣伝用ポスターを見直
す。すると第一の、真実かどうかに反している。真
実というと大げさですが、“Is it truth？　本当かど
うか?”ということです。自分の会社で宣伝が誇大で
事実と違っていた。それを改める。競争相手の会社
の製品を非難攻撃をしていた。これは第三の“好意と
友情を深めるか”という点に反する。それで非難攻撃
を止める。四つのテストをきびしく適用した結果、
お客の信頼、信用を得、競争相手も好意的な態度に
変わり、結局会社の発展につながった。そして破産
寸前であった会社を立て直すことが出来た、といわ
れています。

　その四つのテストが、どうしてロータリーと関係
するようになったのか。テーラーさんが後にＲＩの
会長になり、四つのテストの版権をロータリーに譲
られた。そして四つのテストは、ロータリーの重要
な一部となりました。
　四つのテストは、ロータリーの有名なモットー、
アーサー・シェルドンの言う、“He profits most 
who serves best　最も良く奉仕する者　最もよく
報われる”という言葉と、基本的に一致するもので
す。戦前には、“最もサーヴィスするもの、最もお金
が儲かる”という訳もあったようです。ただしロータ
リーでは、利益をあげようと思って職業奉仕をする
のではありません。天職を通じたサーヴィス（職業
奉仕）、相手のことを考え、皆のためになるように、
そういう職業活動をする。それがビジネスの繁栄に
つながるという考えです。
　以上、職業奉仕はロータリアン全員が自分の天職
を通じてできる行為であり、天職を通じて人のため
になる行為であり、四つのテストに具体的に表され
ている。又あくまで倫理的な行為ですが、結果とし
て、長い目で見れば、大きな利益につながるという
事をお話しました。天職は、天から与えられた、神
様から与えられた世の中のためになる職業ですが、
ギャンブル、売春などを除き、すべ
ての職業が天職であり、世の中のた
めになる職業です。自分の職業を大
事に思い、職業を通じて世の中に貢
献する、それが大切です。



鎌野　篤志

望月　　茂
芹澤　正明
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※やむを得ず欠席される方は、
　午前９時50分までにご連絡下さい。

井上　元君・神谷高義君・勝又博文君・勝又敏雄君・鈴木善明君
戸栗太平君・豊山　篤君・若林洋平君・山口幸男君

57名 53名 44名 83.02％ 100％

会員数 出席者数 暫定出席率出席計算に
用いた会員数

前々回の
確定出席率

欠席者（９名）

1/24の出席報告 1/10のメーキャップ

1/24のスマイル

１月16日
１月22日

掛川グリーンＲＣ
大 阪 Ｅ ク ラ ブ

芹澤正明君
豊山　篤君

新会員卓話

司　会
勝又　淳君

ソングリーダー
池谷正徳君

出席報告
長島和彦君

会員誕生日
勝又安彦君　山﨑伊久雄君　大胡田明寿君

米山梅吉記念館委員
勝又英和君

長田　崇君

　私の会社は建築・土木を主体とする総合建設業者で
ありながら、大臣認定Ｍグレードの工場を持ち、直営
で鉄骨工事を行うことができる会社です。
　昭和50年、会社に「鉄構部」を立ち上げ、鉄構業を
45年続けてきましたが、鉄構業界はバブル崩壊後に市
場規模が半減となり、業者数も半分以下になってしま
いました。
　景気の低迷・建設需要の減少から仕事のパイを奪い
合う低価格競争に陥り、徐々に体力を奪われていった
鉄構業者が次々と工場を閉めていきました。
　ところが、ここ数年は消費増税やオリンピック関連
需要などが重なり、現在この鉄構業界にも追い風が吹
いていますが、バブル崩壊後に一気に業者が減ってし
まったことと、大きな土地や工場・設備が必要であり、

技術の習得にも時間がかかるこの業界に新たに参入し
ようとする者も少ないことから、急激な需要増加に追
い付かない状況となっています。
　今後も１～２年はこの活況が続くのではないかと予
想をしておりますが、その先につきましては確実に減
速していきます。
　ただ、この業界への新たな参入がなかなか難しいこ
とや、今ある業者でも職人の高齢化と工場の老朽化が
進み、今は仕事があるのでごまかしながら出来るとこ
ろまで続けようという会社が少なくないことから、全
体の仕事が減ってくれば同じように業者の数も減り、
バブル崩壊後の競争が激しかったあの時の状況まで落
ち込まないと考えています。
　その時に確実に残る会社になる為に今後も工場のグ
レードを維持し、鉄骨を造り続けることができる体制
を築いていかなければなりません。
　現在の忙しい状況の中でも今後を見据えてできるだ
け顧客の要望に応えていき、需要が落ち込んだ時にで
も優先して仕事をまわしてもらえる工場となるよう努
力していきます。

★2019年2月　御殿場ＲＣ例会プログラム★
月　　日 時　間 会　　場 内　　　容 担当及び卓話者

２／７
（2549回）

沖縄伝統空手と地方創生
「海外指導で見つけた、日本人が気づかないポテンシャル」

東山荘12：30 国際奉仕橋本喜市委員長
沖縄空手道拳法会　静岡支部長　佐藤哲治様

２／14
（2550回）

リコー環境事業開発センターの取り組み
～エコガーデンシティ構想実現に向けて～東山荘12：30

株式会社リコー　環境事業開発センター事業所長
出口裕一様

２／24
（2551回）

Intercity Meeting沼津
リバーサイドホテル13：00 沼津ロータリークラブ

２／28
（2552回）

御殿場農協の取り組み
「ファーマーズ御殿場の挑戦」東山荘12：30 御殿場農協企画部長　勝又　浩様

・新年会　ご苦労様でした。望月会長・芹澤幹事
・先週の新年会ありがとうございました。今年も
よろしくお願いいたします。親睦活動委員会


